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対象者は 12 名の健常成人で、 3 次元動作計測装置を用い、制約なし、視覚のみ制約あり、体性感
覚のみ制約あり、視覚と体性感覚の両方に制約ありの 4 つの知覚条件を設定して、立ち上がり動作
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前後、上下の 3 方向において算出した。 4 条件での変動性の値および、その大小の有意性を評価す

































方法としては、 12 名の健常成人を対象者とし、 3 次元動作計測装置を用い、制約なし、
視覚のみ制約あり、体性感覚のみ制約あり、視覚と体性感覚の両方に制約ありの 4 つの知
覚条件を設定して立ち上がり動作を計測した。これら 4 つの知覚条件下で、身体の質量中心




て算出した。 4 条件での変動性の値及び、その大小の有意性を評価するため、 1 要因の反復
測定分散分析 (4 条件)を実施し、さらに Bonferroni の方法に基づ、いて事後検定を行った。
結果は、動作時間に 4 条件間で有意な差がみられず、各イベントのタイミングも同様で
あるような課題の達成状況下において、重要制御区間では、 COM 速度の前後方向と上下方
向の変動性が視覚と体性感覚の両方が制約されたときのみ有意に減少した。また COM位置
の左右方向の変動性は体性感覚条件が制約されたときに増加した。
従って健常者においては、定位に関する知覚の冗長性(必要最低限でなく過剰に供給さ
れ、相互補完的であること)により、運動の統制を強める効果(変動性の減少)は 1 つの
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感覚モダリティの制約では現れず、 2 つ以上の感覚モダリ.ティが制約されて初めて重要制御
区間において現れることが明らかになった。また、この効果は運動課題の主要な動作方向
に限定されていた。このように知覚の制約と全身運動との聞に関連が示されたので、知覚
の制約を伴うことが多い運動障害者のリハビリテーション訓練にあたって、従来のように
運動の側面だけでなく、知覚の制約状況と運動との関係に注目することも重要と考えた。
以上、本論文は、運動障害に対するリハビリテーションに寄与するところが少なくない。
よって，本論文は博士(医学)の学位論文として合格と認める。
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